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未
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つ
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風
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壁
の
ひ
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ま
つ
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❀
入
選

　

野の
ざ
わ澤　

く
る
み（
坂
戸
小
６
年
）

中
学
生
の

�

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

茨
城
県
小
中
学
校

�

美
術
展
覧
会�

令
和
４
年
度

�

障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

桜
川
市
児
童
生
徒
美
術
展
覧
会

茨
城
県
小
中
学
校

�

美
術
展
覧
会�

❀
入
選

　

稲い
な
ば葉　

莉り

お桜（
桃
山
学
園
５
年
）

❀
内
閣
府�

佳
作

　

成な
り
た田　

葉は

の

か
乃
歌（
雨
引
小
６
年
）

第
６
回
全
国
こ
ど
も
絵
画

�

コ
ン
ク
ー
ル
in
か
さ
ま

❀入選
　漆

うるしばら

原　龍
りゅうせい

星（岩瀬小 1年）

❀入選
　川

かわさき

﨑　涼
りょう

（羽黒小 1年）

❀入選
　小

こま つ ざ き

松﨑　蓮
れん

（南飯田小 6年）

❀入選
　野

の ひ ら

平　奏
か な と

心（谷貝小２年）

❀入選
　菊

き く ち

池　ひなた（岩瀬東中 2年）

❀入選
　仲

な か た

田　結
ゆ ゆ

柚（岩瀬西中2年）

❀入選
　北

きたもと

本　陽
ひ ま り

万里（大国小5年）

❀入選
　藤

ふ じ た

田　心
こ こ ろ

咲（桜川中 2年）
❀入選
　飯

いいじま

島　心
こ は る

春（大和中 3年）

❀下館法人会長賞
　刈

か り べ

部　葵
あ お い

陽（桃山学園 6年）
❀下館法人会女性部会長賞
　髙

たかはし

橋　玄
げ ん や

也（桃山学園 6年）

❀入選
　國

こ う だ

府田　桃
も も か

花（桃山学園9年）

❀入選
　入

い り え

江　葵
あ お い

惟（樺穂小 6年）

令
和
４
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

※�

各
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
た
一
部
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
が
で
き
な
か
っ
た
作
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❀�

茨
城
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞

・
Ｎ
Ｏ　

税
、
Ｎ
Ｏ　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

　

篠し
の
ざ
き﨑　

迅じ
ん　

（
大
和
中
１
年
）

❀
下
館
税
務
署
長
賞

・
税
か
ら
で
き
る
思
い
や
り

　

笹さ
さ
ざ
わ澤　

絢あ
や
な奈　
（
桜
川
中
2
年
）

❀
桜
川
市
長
賞

・
僕
が
考
え
る
税
の
使
い
方

　

田た
ぐ
ち口　

優ゆ
う
し
ん心　

（
大
和
中
2
年
）

❀�

下
館
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推

進
協
議
会
会
長
賞

・
十
％
で
つ
く
る
百
％
の
世
の
中

　

�

國こ

う

だ

府
田　

桃も
も
か花　
（
桃
山
学
園

9
年
）

❀�

真
結
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

長
賞

・�

税
の
あ
る
日
常
と
こ
れ
か
ら
の

日
本

　

市い
ち
つ
か塚　

楓か
え
で
（
岩
瀬
西
中
３
年
）

・
税
金
の
大
切
さ

　

大お
お
の野　
舞ま

り

あ
俐
愛（
岩
瀬
東
中
２
年
）

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

❀�

下
館
税
務
署
長
賞

・�

コ
ロ
ナ
禍
と
税
金

　

髙た
か
は
し橋　
幹み

き
ま
さ正（
岩
瀬
日
大
高
１
年
）

❀�

下
館
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推

進
協
議
会
会
長
賞

・�

税
金
に
支
え
ら
れ
て�

�

久く

ぼ

た

保
田　

陸り
く
の
し
ん

乃
進
（
岩
瀬
日
大

高
１
年
）

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　

広
報
紙
で
チ
ー
ム
の
活
動
を
紹

介
し
ま
せ
ん
か
。
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
チ
ー
ム
の
代
表
者

や
関
係
者
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
対
象
／
主
に
市
内
で
活
動
す

る
、
小
学
生
ま
で
が
所
属
す
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム■
掲
載
内
容
／
チ
ー
ム
名
、
競
技

名
、
対
象
、
活
動
場
所
、
活
動
日
、

活
動
紹
介
文
（
１
２
０
字
程
度
）、

代
表
者
お
よ
び
連
絡
先
、
写
真
１

枚
（
集
合
写
真
や
活
動
の
様
子
が

分
か
る
も
の
な
ど
）、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

※�

毎
月
１
日
号
で
掲
載
予
定

■
申
込
方
法
／
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
詳
細
を
ご

案
内
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／
既
に
掲
載
と
な
っ
た

チ
ー
ム
・
団
体
の
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
掲
載
順
は
、
応
募
が

あ
っ
た
も
の
か
ら
先
着
順
と
し
ま

す
。
希
望
す
る
時
期
に
掲
載
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
秘
書
広
報

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３

１
１
１
代
表
）

児
童
が
活
躍
す
る

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を

�

紹
介
し
ま
す

桜川スイミングクラブ

　私たち桜川スイミングクラブは「健康
で元気な子どもたちに」を目標に活動を
行っています。１月に行われた関東大会
では、メドレーリレーで優勝することがで
きました。水泳が苦手な子でも丁寧に指
導しますので、一緒に汗を流しましょう。

■競技／水泳
■対象／小学１～６年生
■活動場所／温水プール「サンパル」
■活動日／毎週水曜日18時～21時
■連絡先／桜川�太郎（☎０２９６‐58‐
●●●●）

市内児童生徒の作品紹介地 域や県、全国大 会で入 賞した
�（敬称略・順不同）※学年は受賞時の学年

✿ CONTENTS

02 児童生徒の作品紹介
04 市内でひなまつりが開催
05 叙勲受章／統計調査員表彰

寄付寄贈
06 まちの話題
08 民間自治功労者表彰／学校給

食献立コンテストで受賞／親
子ウォーキングが開催

09 ヤマザクラ通信 vol.30
10 健康ガイド
12 情報ひろば
14 令和 5 年度　納税・保険料

カレンダー
15 文芸さくらがわ
16 SAKU スポ vol.19

年長さんご紹介

【人口】 37,320 人 （ー108）
【 男 】 18,497 人 （ー 65）
【 女 】 18,823 人 （ー 43）
【世帯】 13,492 世帯（ー 25）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和５年 2月１日現在

✿ 表　紙

未
来
へ
つ
む
ぐ
和
の
風

～ 

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り 

～

　表紙は、真壁のひなまつりで
飾られている、お雛様（旧真壁
郵便局に展示）を撮影しました。
　３年ぶりの開催となった真壁
のひなまつり。雛飾りやイベン
トで皆さまをお出迎えし、雛人
形たちは、町の方たちのおもて
なしの心と共に、未来へ大切に
受け継がれていきます。

未来へつむぐ和の風
～真壁のひなまつり～

✿ 桜川市の人口と世帯
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雛人形 華やかに� 市内でひなまつりが 開催
　

市
内
で
は
、
２
月
４
日
か
ら

ひ
な
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
で
は
、

真
壁
の
古
い
町
並
み
に
多
く
の

人
が
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情

の
雛
人
形
と
町
の
方
の
温
か
い

お
も
て
な
し
に
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
羽
黒
の
ひ
な
ま
つ
り

で
は
、
雛
飾
り
と
と
も
に
、
オ

カ
リ
ナ
と
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願

い
、
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
雛
人
形
は
、
こ
れ
か
ら
も
物

語
を
つ
む
い
で
い
き
ま
す
。



新卒・キャリア社員募集中
【問い合わせ】

〒309-1297　茨城県桜川市高森1158
TEL：0296-58-5161
FAX：0296-58-5722

2024卒の方は、マイナビ2024から▶

キャリア採用ご希望の方は、
お電話またはホームページより▶

「ばね」と「鉄道」の技術で、未来へ進む
Pushing Forward toward the Future with Our Spring and Rail Technologies
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松ま
つ
も
と本
村む

ら
こ子
さ
ん
か
ら
、
市
民
の

た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

手
編
み
の
帽
子
40
個
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

有
限
会
社
ジ
ョ
イ
ネ
ッ
ト
情
報

サ
ー
ビ
ス
（
増ま

す
ぶ
ち渕

安や
す
ひ
ろ弘

代
表
取

締
役
）
か
ら
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
保
存
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ャ
ナ
１
台
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

岩
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
斉さ

い
と
う藤

康や
す
し

会
長
）
か
ら
、
市
内

の
文
化
財
の
修
復
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
10
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

寄贈された手編みの帽子稲川教育長にデジタルスキャナを寄贈す
る増渕代表取締役（右）

稲川教育長に寄付金を手渡す岩瀬ライオンズクラ
ブの皆さん

寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付

有
限
会
社
マ
カ
ベ
ク
リ
ー
ン

（
岡お

か
じ
ま島

正ま
さ
あ
き明

専
務
取
締
役
）
か

ら
、
市
民
の
た
め
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
10
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

大塚市長に寄付金を手渡す岡島専務取締
役（右）

大塚市長から表彰状を手渡された統
計調査員の皆さん

　

市
統
計
調
査
員
４
名
が
、
統
計

調
査
員
と
し
て
の
長
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
統
計
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
、
県
庁
で
開
催
さ
れ

た
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
で
は
、

常と
き
わ盤
延の

ぶ
こ子
さ
ん
が
知
事
表
彰
代
表

と
し
て
出
席
し
、
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
月
６
日
に
は
、
受
賞

し
た
調
査
員
の
皆
さ
ん
へ
、
大
塚

市
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
４
年
度
茨
城
県

�

統
計
功
労
者
表
彰�

受
賞
者

●
県
知
事
表
彰

　

常
盤
延
子
さ
ん

　

野の
む
ら村
享た

か
ひ
さ久
さ
ん

●
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　

伊い
と
う東
留る

ま

ん
眞
運
さ
ん

　

西に
し
む
ら村
玉た

ま
え枝
さ
ん

　

飯
山
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
に
茨

城
県
庁
に
入
庁
以
来
、
土
木
部
用

地
課
長
、土
木
部
監
理
課
長
な
ど
、

県
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
４
年
４
月
か
ら
は
、

自
治
研
修
所
長
と
し
て
、
県
お
よ

び
市
町
村
の
職
員
研
修
機
関
の
要

と
し
て
、
研
修
内
容
の
充
実
強
化

を
図
る
な
ど
茨
城
県
の
発
展
・
振

興
に
尽
力
し
た
功
績
が
評
価
さ

れ
、今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

　
故 

飯い
い
や
ま山

　
正ま

さ
あ
き昭
さ
ん

　
　
元 

茨
城
県
自
治
研
修
所
長

　
高
齢
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
の
栄

誉
を
受
け
ら
れ
た
方
を
紹
介
し

ま
す
。

叙
勲
の
受
章

叙
勲
の
受
章

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

��
ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

市
統
計
調
査
員
４
名
が

県
統
計
功
労
者
表
彰
を
受
賞



〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　TEL：0296-71-6888　担当：益子・宮島
デイサービスセンター　上の原

利用者様見学を募集しております。
お問い合わせください。

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

デイサービス 上の原は
皆様の集いの場 です

障がい者グループホームステップ障がい者グループホームステップ
業務拡大につきスタッフ募集中業務拡大につきスタッフ募集中正　パ

TEL.0296-75-2509上の原学園
担当：杉山・宮田

社会福祉法人
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12月11日 10月3日

　

真
壁
伝
承
館
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和

国
出
身
の
チ
ャ
ラ
コ
ヴ
ァ
・
マ
リ

ア
さ
ん
が
民
族
衣
装
や
伝
統
行
事

に
つ
い
て
紹
介
し
、
同
国
の
代
表

的
な
春
の
お
守
り
で
あ
る
マ
ル
テ

ニ
ツ
ァ
の
製
作
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ブ
ル
ガ
リ
ア

共
和
国
の
文
化
・
歴
史
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
楽
し
か
っ
た
」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
産
業
資
源
循
環
協
会
県

西
支
部
（
藤ふ

じ
え
だ枝
祥し

ょ
う
い
ち一
支
部
長
）

の
主
催
で
「
第
17
回
筑
波
山
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
支
部
会
員
の
皆
さ

ん
、県
職
員
や
市
職
員
が
参
加
し
、

筑
波
山
湯
袋
峠
の
県
道
で
、
ポ
イ

捨
て
ご
み
な
ど
の
撤
去
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
支
部
で
は
、
今
後
も
清
掃
活

動
を
継
続
し
、
筑
波
山
の
美
し
い

景
観
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
又ま

た
む
ら村

和か
ず
こ子
さ
ん
、
柳や

な
ぎ
さ
き﨑
ひ
ろ
子こ

さ
ん
が
全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
か
ら
30

年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
を

受
賞
し
、
大
塚
市
長
か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

両
氏
は
、
平
成
３
年
４
月
に
体
育

指
導
委
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
や
普
及
な
ど
の

活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
年
に
わ
た
る
活
動
が
認
め

ら
れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
健
康
タ
ウ
ン
構
想
」
の
推
進

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
が
、
岩
瀬
体

育
館
「
ラ
ス
カ
」
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
講
習
は
、
簡
易
保
険
加
入

者
協
会
の
支
援
を
受
け
、
ラ
ジ
オ

体
操
を
活
用
し
て
健
康
な
身
体
づ

く
り
と
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
約
１
２
０
名
の
方
が

参
加
し
、
健
康
づ
く
り
に
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

県
指
定
文
化
財
で
あ
る
鹿
島
神
社

（
真
壁
町
上
谷
貝
地
区
）
で
桜
川
消

防
署
、
桜
川
市
消
防
団
、
地
域
住
民

約
50
名
に
よ
る
防
火
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
貴
重
な
文
化
財
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
定
め
ら
れ
て
い

る
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
社
殿
を
火
災
か
ら
守
る

延
焼
防
止
訓
練
や
消
火
器
を
使
っ
た

初
期
消
火
訓
練
を
行
い
、
文
化
財
愛

護
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

岩
瀬
東
中
学
校
で
、
い
の
ち
の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
埼
玉
犯
罪
被

害
者
援
助
セ
ン
タ
ー
の
橋は

し
も
と本
隆り

ゅ
う
じ史

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、
犯
罪

被
害
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
話

や
、
自
ら
の
体
験
を
交
え
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

講
演
を
聴
い
た
生
徒
か
ら
は

「
自
分
の
命
と
ほ
か
の
人
の
命
、

ど
ち
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

関
東
空
手
道
選
手
権
大
会
が
東

京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
出
場
し

た
大
和
道
場
の
選
手
た
ち
が
優
秀

な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

組
手
の
部
で
、
山や

ま
な
か中
亜あ

み美
さ
ん

が
見
事
優
勝
を
飾
り
、
谷や

じ
ま島
乙い

つ
き姫

さ
ん
が
３
位
入
賞
。
形
の
部
で
、

武た
け
だ田
桃も

も
か佳
さ
ん
が
準
優
勝
、
中な

か
が
わ川

漣れ
ん

さ
ん
、
岩い

わ
ぶ
ち渕
凌り

ょ
うさ
ん
が
共
に
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

山や
ま
な
か中
亜あ

み美
さ
ん
、
中な

か
が
わ川
斗と

望も

一か
ず

さ

ん
が
５
位
、
武た

け
だ田
愛あ

い
る琉
さ
ん
が
7

位
入
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

高
円
宮
杯
第
74
回
全
日
本
中
学

校
英
語
弁
論
大
会
茨
城
県
大
会
が

茨
城
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
（
笠

間
市
）
で
開
催
さ
れ
、
出
場
し
た

磯い
そ

歩ほ
の
か華
さ
ん
が
茨
城
県
教
育
研
究

会
英
語
教
育
部
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

発
表
し
た
弁
論
の
タ
イ
ト
ル
は

「Ijiri and Ijim
e

」。「
い
じ
り
」

と
「
い
じ
め
」
の
違
い
に
つ
い
て
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
目
線
、
抑
揚
な

ど
に
気
を
配
っ
た
力
強
い
ス
ピ
ー

チ
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

12月10日1月22日

12月9日1月21日

2月15日 12月11日

大
和
道
場
（
高
久
地
区
）
の
選
手
た
ち
が�

�

関
東
空
手
道
選
手
権
大
会
で
上
位
入
賞

磯
歩
華
さ
ん
（
岩
瀬
東
中
学
校
３
年
）
が�

�

英
語
弁
論
県
大
会
で
入
賞

２
名
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が�

�

30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
を
受
賞

「
健
康
タ
ウ
ン
構
想
」
の
推
進�

�

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
を
開
催

犯
罪
被
害
者
支
援�

�

「
い
の
ち
の
講
演
会
」
を
開
催

ブ
ル
ガ
リ
ア
文
化
講
座
を
開
催

筑
波
山
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
で�

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

文
化
財
防
火
デ
ー�

�

鹿
島
神
社
で
防
火
訓
練
を
実
施

貴重な文化財を守るべく行われた防火訓練

見事な成績を収めた大和道場の選手たち

大塚市長から表彰の伝達を受けた
又村さん（中央）と柳﨑さん（右）

春のお守り「マルテニツァ」を制作した皆さん 命の大切さを伝える橋本さん

注意点を確認しながら体操を実践する参加者 美しい筑波山を守るため清掃活動を行った皆さん

賞状を手にする磯さん
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２
月
14
日
に
、
水
戸
京
成
ホ
テ

ル
（
水
戸
市
）
で
茨
城
県
市
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

小お
が
わ川
よ
し
子こ

さ
ん（
大
国
玉
地
区
）

が
民
間
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は
、
平
成
８
年
に
大

和
村
交
通
安
全
母
の
会
に
入
会
さ

れ
て
以
降
、
平
成
28
年
か
ら
現
在

ま
で
桜
川
市
交
通
安
全
母
の
会
会

長
と
茨
城
県
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
理
事
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

長
年
に
わ
た
る
精
力
的
な
交
通
安

全
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
度
の
受
賞
は
、

多
く
の
皆
様
の
ご
指
導
の
賜

た
ま
も
のと

心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
受

賞
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
、
大
和
駅
北
公
園
で

親
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
な
が
ら
、
健
康
づ

く
り
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
14
組
の
親
子
が
参
加

し
、
健
康
運
動
指
導
士
か
ら
正
し

い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
姿
勢
や
歩
き

方
を
学
び
、
公
園
外
周
1.5
㎞
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
後
に
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
ク
イ
ズ

に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
丁
度
よ
い
距

離
で
楽
し
く
参
加
で
き
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
大
和
駅
北
公

園
を
利
用
し
た
健
康
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎
０

２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）

小
川 

よ
し
子
さ
ん
が

民
間
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

寒
さ
に
負
け
ず

�

親
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

民間自治功労者表彰を受賞した
小川さん（右）と大塚市長（左）

市の魅力を伝える献立で見事受賞した
大山さん（左）と大和田さん（右）

・
み
そ
け
ん
ち
ん
う
ど
ん�

（�
桜
川
ゆ
め
し
ほ
う
う
ど

ん�
み
そ
け
ん
ち
ん
汁
）

・�

牛
乳

・�

つ
く
ば
鶏
の
は
ち
み
つ

揚
げ
煮

・�

じ
ゃ
こ
と
桜
え
び
の
香

味
サ
ラ
ダ

・�

酒
寄
み
か
ん

・�

麦
ご
飯

・�

牛
乳

・�

キ
ン
グ
ポ
ー
ク
と
卵
の

オ
イ
ス
タ
ー
炒
め

・�

れ
ん
こ
ん
の
ビ
ー
ン
ズ

サ
ラ
ダ

・�

山
な
す
の
ご
ま
み
そ
汁

・�

ぶ
ど
う（
オ
リ
ン
ピ
ア
）

　

茨
城
県
学
校
給
食
会
が
行
う
、

令
和
４
年
度
学
校
給
食
献
立
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
す
る
栄
養
教
諭
２
名

が
考
案
し
た
給
食
献
立
が
、
県
知

事
賞
と
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

県
知
事
賞
に
は
、
大お

お
や
ま山
恵え

り

こ
理
子

栄
養
教
諭
（
岩
瀬
小
学
校
所
属
）、

県
教
育
長
賞
に
は
、
大お

お
わ
だ

和
田
紗す

ず

栄

養
教
諭
（
雨
引
小
学
校
所
属
）
が

見
事
受
賞
を
飾
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
茨
城
を

た
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
茨
城
県

産
食
材
を
使
用
し
、
そ
の
特
色
を

活
か
し
た
献
立
を
募
集
し
、
学
校

給
食
の
充
実
と
発
展
を
推
進
す
る

た
め
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

�

■
問
合
先
／
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６-

58-

８
３
１
０
直
通
）

県知事賞
メニュー

県教育長賞
メニュー

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
、
地
場
産
品
の
活
用
、
彩
り

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
26
日
、
27
日
に
市

内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
で
受

賞
献
立
を
学
校
給
食
で
提
供
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
安

全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
届
け

て
い
き
ま
す
。

桜
川
市
の
栄
養
教
諭
が

県
知
事
賞
と
県
教
育
長
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
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vol.30

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１　

内
線
１
３
２
１
・１
３
２
２
）

　

標
高
５
２
０
ｍ
の
高
峯
に
は
、

数
多
く
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
自
生
し

て
い
ま
す
。

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

に
比
べ
、
開
花
時
期
が
遅
く
、
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の
ピ
ン
ク
、
新
芽
の
深

紅
、
新
緑
が
ま
る
で
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
よ
う
に
山
肌
を
彩
り
ま
す
。

　

麓
の
見
晴
デ
ッ
キ
、
中
腹
に
は

展
望
デ
ッ
キ
が
あ
り
桜
の
里
山
風

景
が
楽
し
め
ま
す
。

　

謡
曲「
桜
川
」の
舞
台
に
も
な
っ

た
、
桜
川
の
サ
ク
ラ
に
縁
の
深
い

神
社
で
す
。

　

境
内
に
は
紀き

の
つ
ら
ゆ
き

貫
之
の
句く

ひ碑
や

三み
よ
し好
学ま

な
ぶ

博
士
が
命
名
し
「
櫻
花

図
譜
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
謡
曲
「
桜
川
」
に
歌
わ

れ
た
糸
桜
の
後
継
樹
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

春
に
は
「
桜
川
の
桜
ま
つ
り
」

も
行
わ
れ
、
磯
部
桜
川
公
園
と
同

様
に
、
多
く
の
花
見
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

坂
東
三
十
三
観
音
霊
場
の
札
所

で
、
四
季
折
々
の
花
が
咲
く
花
の

寺
で
す
。

　

河
津
桜
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど

約
３，
０
０
０
本
の
サ
ク
ラ
が
境

内
を
彩
り
、
春
に
は
雨
引
観
音
桜

祭
も
開
催
さ
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ク
ラ
の
種
類
も
多
く
、
長
期

間
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

魅
力
で
す
。

磯部桜川公園

見晴デッキから望む高峯のヤマザクラ

櫻川磯部稲村神社

雨引観音（雨引山楽法寺）

雨
引
観
音

　
（
雨
引
山
楽
法
寺
）

櫻
川
磯
部
稲
村
神
社

高
峯
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

磯
部
桜
川
公
園

　

昭
和
61
年
に
完
成
し
た
面
積

４
４，
０
０
０
㎡
の
都
市
公
園
で
、

公
園
内
の
一
部
と
櫻
川
磯
部
稲
村

神
社
に
続
く
参
道
は
、
国
の
名
勝

指
定
（
桜
川
）、
天
然
記
念
物
指

定
（
桜
川
の
サ
ク
ラ
）
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

園
内
に
は
、
東
北
産
の
シ
ロ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
を
中
心
に
約
６
０
０
本

の
サ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

珍
し
い
種
類
の
サ
ク
ラ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
春
に
は
多
く
の
花
見

客
で
賑
わ
い
ま
す
。

サクラの季節まで、あと少し� 桜の名所をご紹介
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健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
看
護
師
、
助
産
師
や

管
理
栄
養
士
が
、
個
別
で
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※
１
人
30
分
程
度

・ 

日
時
①
／
４
月
７
日
（
金
）
10

時
～
11
時
30
分

・ 

日
時
②
／
４
月
18
日
（
火
）
10

時
～
11
時
30
分

・
会
場

◇�

乳
幼
児
相
談
の
方
／
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く

ら
っ
こ
」（
岩
瀬
庁
舎
）

◇�

乳
幼
児
相
談
以
外
の
方
／
健
康

推
進
課

親
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
相
談
（
要
予
約
）

　

市
で
は
、
子
育
て
へ
の
不
安
や

悩
み
、
困
り
ご
と
が
あ
る
方
に
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま

ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

日
時
／
４
月
26
日
（
水
）
①
10

時
～
11
時
、
②
11
時
～
12
時

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
さ
く
ら
っ
こ
助
産
師
な
ん
で
も

相
談

　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、
母
乳

育
児
や
子
育
て
に
つ
い
て
、
個
別

で
助
産
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
心
配
な
こ
と
や

不
安
な
こ
と
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・
時
間
／
平
日
９
時
30
分
～
17
時

※
訪
問
な
ど
で
不
在
の
場
合
あ
り

・ 

会
場
／
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
っ
こ
」（
岩

瀬
庁
舎
内
）

・ 

相
談
方
法
／
①
会
場
面
談
②
電

話
相
談
③
訪
問
相
談

・ 

対
象
／
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

妊
婦
、
ま
た
は
１
歳
未
満
の
乳

児
の
保
護
者

国
の
新
た
な
自
殺
対
策
指
針

国
の
新
た
な
自
殺
対
策
指
針

　

国
は
令
和
４
年
10
月
に
、
今
後

５
年
間
の
自
殺
対
策
の
指
針
と
な

る
新
た
な「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」

を
決
定
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に

よ
り
悪
化
し
た
、
女
性
や
子
ど

も
・
若
者
へ
の
支
援
の
強
化
を
盛

り
込
み
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
ま
す
。

市
自
殺
対
策

市
自
殺
対
策

　

市
で
は
第
２
次
桜
川
市
き
ら
り

健
康
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
自
殺
対

策
の
啓
発
や
こ
こ
ろ
の
相
談
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
な
ど
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

健
康
推
進
員
、
民
生
委
員
、
市
職

員
に
対
し
て
研
修
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

自
殺
に
対
す
る
認
識
の
変
化

自
殺
に
対
す
る
認
識
の
変
化

　

平
成
18
年
10
月
に
自
殺
対
策
基

本
法
が
施
行
さ
れ
て
以
降
「
個
人

の
問
題
」
と
認
識
さ
れ
が
ち
で

あ
っ
た
自
殺
は
広
く
「
社
会
の
問

題
」と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

国
を
挙
げ
て
自
殺
対
策
が
総
合
的

に
推
進
さ
れ
た
結
果
、
自
殺
者
数

は
３
万
人
か
ら
２
万
人
台
に
減
少

す
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
き
ま
し
た
。

自
殺
を
と
り
ま
く
現
状

自
殺
を
と
り
ま
く
現
状

　

令
和
２
年
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
、
自
殺
の
要
因
と
な
り
得
る

様
々
な
問
題
が
悪
化
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
自
殺
者
の
総
数
は
11

年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
女
性
は
２
年
連
続
で
自
殺
者

数
が
増
加
し
、
小
中
高
生
の
自
殺

者
数
が
過
去
最
多
と
な
る
な
ど
、

状
況
に
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺

の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ

き
、
適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
人
で
、
言
わ
ば
「
命
の
門

番
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　

い
の
ち
の
電
話
で
は
、
電
話
相

談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
こ
の
電
話
は
、
こ
こ
ろ
の
悩

み
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
方
の
た

め
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
あ
な
た
の
気
持
ち

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
は
秘
密
厳
守
で
、
名
前
を
告
げ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

４
月
２
日
（
日
）
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

加
茂
部
４‐１

☎
０
２
９
６‐76‐３
１
３
１

４
月
９
日
（
日
）
根
本
医
院

真
壁
町
真
壁
２
０
２

☎
０
２
９
６‐55‐０
０
２
７

４
月
16
日
（
日
）
つ
く
し
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

☎
０
２
９
６‐20‐７
７
５
５

４
月
23
日
（
日
）
吉
原
医
院

明
日
香
２‐31

☎
０
２
９
６‐75‐１
１
７
７

４
月
29
日
（
土
）
け
ん
せ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

岩
瀬
２
０
７‐１

☎
０
２
９
６‐71‐８
１
１
１

４
月
30
日
（
日
）
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
飯
田
６
５
８

☎
０
２
９
６‐58‐５
０
５
８

※�

密
集
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
延
期
や
中

止
と
な
る
場
合
は
、
対
象
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

日
　
　
程

対
　
　
象

会
　
　
場

５
歳
児
健
康
相
談

４
月
11
日
（
火
）
平
成
30
年
４
月
２
日
～
５
月
10
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
児
健
診

４
月
20
日
（
木
）
令
和
４
年
４
月
１
日
～
5
月
15
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
６
か
月
児
健
診

４
月
26
日
（
水
）
令
和
３
年
８
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
診

４
月
27
日
（
木
）
令
和
２
年
２
月
１
日
～
２
月
23
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

誰
も
誰
も

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い

社
会
の
実
現
へ

社
会
の
実
現
へ

３月は�自殺対策 
強化月間です

相談窓口名称 電話番号 相談時間など

茨城いのちの電話

☎ 029-855-1000
（つくば） 毎日 24時間

☎ 029-350-1000
（水戸） 毎日 24時間

☎ 0120-783-556
（フリーダイヤル）

毎日 16時～21時
毎月 10日8時～11日8時

いばらきこころの 
ホットライン

☎ 029-244-0556 平日 9時～12時、13時～16時
☎ 0120-236-556

（フリーダイヤル） 土・日 9時～12時、13時～16時

つなぐ声をかける

気づく 傾聴する

適切な専門家に「つなぐ」

相手の気持ちに
寄り添い「傾聴」

気付いたら「声かけ」

身近な人の
変化に「気づく」

ゲートキーパーの４つの役割



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

あなたの力を介護施設で発揮してみませんか？
とてもやりがいのある仕事です！

未経験者も丁寧に教えます。お気軽にお電話ください。

桜川市富岡 203-1
☎0296-75-3221

特別養護老人ホーム　　　さつき荘
◆看護職員 (正職員・パート )

◆介護職員 (正職員・パート )

介護老人保健施設　 　 　 さざんか荘
◆介護職員 (正職員・パート )

◆看護職員 (正職員・パート )
桜川市亀岡 992
☎0296-76-2021

リハビリハート総合介護ケアセンターリハビリハート総合介護ケアセンター
理学療法士 本橋 寛樹理学療法士 本橋 寛樹

介護・リハビリの
ご 相 談 や 見 学 0 2 9 6 - 7 3 - 6 9 6 5
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり
桜川市西桜川2-18-5
国 道 5 0 号沿い  マクドナルドさん南側  茨 城トヨタさんとなり

土曜・祝日も営業土曜・祝日も営業 【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

【茨城県指定】地域リハビリ・ステーション
・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー） ・訪問介護

1213 さくらがわ　2023.3.1 さくらがわ　2023.3.1

お
知
ら
せ

環
境
セ
ン
タ
ー
休
日
ご
み
受

け
入
れ
日
の
変
更

　

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
お

よ
び
毎
月
第
一
日
曜
日
に
持
ち
込

み
ご
み
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

３
月
５
日
（
日
）
は
工
事
に
伴
い
、

受
け
入
れ
を
中
止
し
、
３
月
26
日

（
日
）
に
振
り
替
え
ま
す
。

■
問
合
先
／
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
９
６‐
33‐３
７
５
５
）、

生
活
環
境
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
、
75‐３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

島
田
恭
子
陶
芸
展�

�

～
桜
・
さ
く
ら
・
春
爛
漫
～

　

さ
く
ら
が
わ
応
援
大
使
で
あ

り
、
陶
芸
家
の
島し

ま
だ田
恭き

ょ
う
こ子
氏
の
陶

芸
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
／
３
月
16
日
（
木
）

～
３
月
30
日
（
木
）
９
時
～
16
時

※�

３
月
26
日
（
日
）
11
時
お
よ
び

14
時
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー

ク
を
開
催

健
康
福
祉

紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
の�

�

申
請
期
限
は
３
月
31
日

　

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方

へ
の
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成
の
申

請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期

限
を
過
ぎ
ま
す
と
助
成
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
市
内
在
住
で
市
税
な

ど
に
滞
納
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
65
歳
以
上
の
方

・�

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
区

分
が
要
介
護
度
３
以
上
の
方

・�

要
介
護
度
２
で
、
認
知
症
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基

準
が
Ⅲ
ａ
以
上
の
方

・�

当
該
認
定
さ
れ
た
方
と
同
等
と

認
め
ら
れ
た
方

※�

認
定
日
の
翌
月
か
ら
対
象

■
助
成
内
容
／
３
万
６
千
円
（
３

か
月
ご
と
に
９
千
円
）を
上
限
に
、

令
和
４
年
度
購
入
分
の
紙
お
む
つ

（
テ
ー
プ
式
、
パ
ン
ツ
式
ど
ち
ら

も
可
）
お
よ
び
尿
取
り
パ
ッ
ド
の

購
入
費
を
助
成

■
申
請
方
法
／
紙
お
む
つ
な
ど
を

購
入
し
た
際
の
領
収
書
や
レ
シ
ー

ト
を
持
参
の
う
え
申
請

※�

初
回
申
請
時
は
、
通
帳
な
ど
振

込
口
座
の
分
か
る
も
の
を
持
参

■
申
請
先
／
高
齢
福
祉
課
（
岩
瀬

■
会
場
／
雨
引
山
楽
法
寺
（
桜
川

市
本
木
１
）

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６‐55‐１
１
５
９
直
通
）

●

●

●

●

●

市
高
等
職
業
訓
練�

�

促
進
給
付
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
就
職

に
有
利
で
生
活
の
安
定
に
役
立
つ

資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
養
成
機

関
な
ど
で
１
年
以
上
修
学
す
る
場

合
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

受
給
希
望
の
方
は
、
支
給
要
件

や
対
象
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、

３
月
中
に
事
前
相
談
が
必
要
で

す
。
事
前
相
談
は
予
約
制
に
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

支
給
要
件
や
支
給
額
な
ど
、
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
資
格
／
看
護
師
、
准
看
護

師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、
作

業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、
歯
科

衛
生
士
、
美
容
師
、
社
会
福
祉
士
、

製
菓
衛
生
師
、
調
理
師
な
ど

■
問
合
せ
・
相
談
・
申
請
先
／
児

童
福
祉
課
（
☎
０
２
９
６‐75‐

３
１
５
６
直
通
）

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐73‐４
５
１
１
直
通
）

募

集

地
球
温
暖
化
対
策
に
係
る�

�

計
画
策
定
委
員

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
計

画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
一
般
公

募
委
員
と
し
て
審
議
し
て
い
た
だ

く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
３
名
程
度

■
会
議
の
開
催
／
年
３
～
４
回
程

度■
報
償
／
１
回
３
千
円

■
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
で
、
市

内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
方

■
応
募
方
法
／
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み■
応
募
締
切
／
３
月
31
日
（
金
）

■
選
考
方
法
／
申
込
多
数
の
場
合

は
応
募
内
容
を
審
査
し
決
定
し
ま

す
。
後
日
、
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

イ
ベ
ン
ト

桜
川
大
作
戦

　

さ
く
ら
が
わ
応
援
大
使
で
あ
る

安あ
だ
ち達

勇ゆ
う
と人

氏
の
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
最

終
公
演
を
「
桜
川
大
作
戦
」
と
し

て
、
全
席
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
４
月
15
日
（
土
）
16
時

～■
会
場
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
定
員
／
２
千
人
（
先
着
順
）

■
入
場
料
／
無
料（
事
前
申
込
制
）

■
申
込
方
法
／
３
月
１

日（
水
）以
降
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

■
問
合
先
／
桜
川
大
作
戦
実
行
員

会�

飯い
い
じ
ま島
（
☎
０
９
０‐

５
３
５
５‐１
１
４
５
）

無
料
相
談

無
料
法
律
相
談

　

財
産
・
相
続
・
借
地
・
金
銭
貸

借
契
約
・
離
婚
問
題
な
ど
、
法
律

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
22
日
（
水
）
10
時

～
12
時

■
予
約
開
始
／
３
月
14
日
（
火
）

９
時

■
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
市
内
在
住
で
、
先
着
５

名
（
１
人
20
分
程
度
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
９
６‐

70‐４
４
１
０
）

　

市
で
は
、
つ
く
ば
霞
ケ
浦
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど

の
地
域
資
源
と
絡
め
、
日
常
生
活

に
お
け
る
自
転
車
の
利
活
用
の
推

進
と
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
や
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
「
桜

川
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間
／
３
月
３
日

（
金
）
～
３
月
23
日
（
木
）
必
着

■
公
表
場
所
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
（
大
和

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・

真
壁
庁
舎
）

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方
／
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

ま
た
は
市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有

す
る
方
な
ど

■
提
出
方
法
／
ハ
ガ
キ
、
封
書
な

ど
に
「
桜
川
市
自
転
車
活
用
推
進

計
画
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と

書
き
、
住
所
、
氏
名
ま
た
は
名
称
、

連
絡
先
を
明
記
し
、
郵
送
も
し
く

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
、
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

口
頭
・
電
話
で
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。

・�

郵
送
／
〒
３
０
９‐１
２
９
３

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３
桜
川
市�

総
合
戦
略
部�

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６‐
58‐

５
０
８
２

・�

持
参
／
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
（
大
和

庁
舎
）・
総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・

真
壁
庁
舎
）

・�

電
子
メ
ー
ル
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
内

専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
（
☎

58‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１

代
表
）

「
桜
川
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画（
案
）」

　
　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の�

�

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

●

●

●

●

●

納
期
限
／
３
月
31
日（
金
）

国
民
健
康
保
険
税�

随
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
時

介
護
保
険
料�

随
時

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

３
月
納
期
の�
�

税
・
保
険
料
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月
別 税目等 期別 納期限

４
月

固定資産税 1期

5月1日（月）
国民健康保険税 随時

後期高齢者医療保険料 随時

介護保険料 1期（暫定）
随時

５
月 軽自動車税 全期 5月31日（水）

６
月

市県民税 1期
6月30日（金）

介護保険料 2期（暫定）

７
月

固定資産税 2期

7月31日(月）国民健康保険税 1期

後期高齢者医療保険料 1期

８
月

市県民税 2期

8月31日（木）
国民健康保険税 2期

後期高齢者医療保険料 2期

介護保険料 3期

９
月

国民健康保険税 3期
10月2日（月）

後期高齢者医療保険料 3期

月
別 税目等 期別 納期限

10
月

市県民税 3期

10月31日（火）
国民健康保険税 4期

後期高齢者医療保険料 4期

介護保険料 4期

11
月

固定資産税 3期

11月30日（木）国民健康保険税 5期

後期高齢者医療保険料 5期

12
月

国民健康保険税 6期

12月25日（月）後期高齢者医療保険料 6期

介護保険料 5期

１
月

市県民税 4期

1月31日（水）国民健康保険税 7期

後期高齢者医療保険料 7期

２
月

固定資産税 4期

2月29日（木）
国民健康保険税 8期

後期高齢者医療保険料 8期

介護保険料 6期

３
月

国民健康保険税 随時

4月1日（月）後期高齢者医療保険料 随時

介護保険料 随時

令和5年度
納め忘れがなく、簡単で便利な口座振替をご利用ください。

納納税税・保険・保険料料カレンダーカレンダー

※�市県民税の特別徴収（給与などからの天引き）は、6月分から翌年 5月分までの 12 か月で徴収します。
毎月翌月の 10 日が納期限です。

※�カレンダー記載以外にも、随時課税などが発生することがあります。発生した場合は、個別にご連絡し
ます。納期限はその都度設定されます。

■問合先
　・市県民税・固定資産税・軽自動車税／収税課（☎ 0296‐58‐5621 直通）
　・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料／国保年金課（☎ 0296‐75‐3125 直通）
　・介護保険料／介護保険課（☎ 0296‐75‐3158 直通）



糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します
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俳
　
句

【
茂
山
俳
句
会
】
※
兼
題
（
寒
鴉
）

寒
鴉
い
ま
だ
ご
ん
べ
え
現
れ
ず

�
君
島�

真
理
子

福
寿
草
も
ぐ
ら
叩
き
の
如
出
づ
る

�

齊
藤�
み
よ

初
筑
波
銀ぎ

ん
し
ゅ朱
の
鳥
居
芳か

ぐ
わし
く

�

深
谷�

誠
一

寒
鴉
啼
き
交
は
し
て
は
山
に
入
る

�

渡
部�

千
恵
子

初
御
空
裾
を
引
き
た
る
筑
波
山

�

宮
本�

立
男

一
羽
来
て
群
と
な
り
け
り
寒
鴉

�

岩
淵�

の
ぶ
子

初
日
の
出
雨
戸
引
く
手
も
オ
レ
ン
ジ
に

�

海
老
澤�

幸
子

手
の
胼た

こ胝
の
い
つ
し
か
取
れ
て
冬
籠

�

植
竹�

ふ
み

剣
道
の
気
合
の
ひ
び
く
寒
稽
古

�

酒
寄�

誠

禅
寺
の
座
禅
邪
魔
す
る
冬
鴉

�

三
村�

邦
彦

弾
初
の
人
入
れ
替
は
る
駅
ピ
ア
ノ

�

鈴
木�

ノ
ブ
子

筑
波
山
の
水
に
賜
る
初
湯
か
な

�

金
子�

弘
毅

湯
た
ん
ぽ
の
抜
き
湯
ほ
ど
よ
き
顔
洗
ふ

�

相
田�

ひ
ろ
し

も
の
の
け
の
如
き
声
な
る
虎も

が
り落
笛ぶ

え

�
大
関�

く
に

さ
り
げ
な
く
変
え
る
話
題
や
日
向
ぼ
こ

�

吉
原�
秀
子

茅ぼ
う
お
く屋

の
朽
ち
る
ま
ま
な
る
虎
落
笛

�

笠
倉�

陽
子

春
近
し
出
雲
の
神
と
語
り
け
り

�

坂
野�

と
し
子�

バ
イ
パ
ス
に
腸わ

た

奪
い
合
う
冬
鴉

�

海
老
沢�

静
夫

【
岩
瀬
俳
句
会
】

桜
餅
つ
つ
む
風
呂
敷
花
む
す
び

�

細
谷�

充
女

一
歩
ご
と
踏
出
す
米
寿
福
は
内

�

入
山�

比
呂
子�

秒
針
の
カ
チ
コ
チ
耳
を
噛
む
霜
夜

�

渡
部�

千
恵
子

【
一
般
投
稿
】

冬
枯
れ
に
甘
酒
恋
し
愛
宕
様

�

長
堀�

勉

味
噌
練
り
し
夫
の
大
根
笑
顔
か
な

�

長
堀�

芳
江

ひ
な
ま
つ
り
石
と
蔵
と
の
古
都
真
壁

�

青
木�

勲

　
短
　
歌

【
一
般
投
稿
】

如
月
の
鈍
空
の
下
佇
み
し
天
神
塚
の
野
面
は

果
て
つ

�

渡
辺�

弘
明
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職員採用説明会開催中

JAは、食と農を基軸とする

地域に根差した「協同組合」です。

組合員の一人ひとりが力を合わせ、

みんなの願いをかなえていく組織です。

楽楽
し
い
し
い
豆豆
ま
き
ま
き

　「
鬼
が
来
て
も
負
け
な

い
ぞ
！
」
と
お
面
や
豆
入

れ
を
作
り
、
や
る
気
満
々

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
。

　
節
分
の
日
に
は
、
作
っ

た
お
面
で
鬼
に
変
身
し

「
鬼
は
そ
と
！
福
は
う

ち
！
」
と
大
き
な
声
で
豆

を
ま
き
な
が
ら
鬼
に
立
ち

向
か
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
心
の
中
の
弱

い
鬼
だ
け
で
な
く
、
病
の

鬼
も
退
治
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
も
健
康
で
元
気
に

過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

羽黒バレーボールスポーツ少年団羽黒バレーボールスポーツ少年団

vol.19
　羽黒バレーボールスポーツ少年団は「チーム
ワーク」をモットーに子どもたち一人一人が常
に目標を高く持って楽しく活動しています。
　小学１年生からそれぞれに合わせた練習メ
ニューで体験教室も随時開催していますので、
気軽にご連絡ください。連絡はインスタグラム
からでも可能です。

■競技／バレーボール
■対象／小学１～６年生
■活動場所／羽黒小学校体育館、岩瀬体育館「ラ
スカ」
■活動日／毎週火・木曜日（１８時３０分～
２１時）
■連絡先／永

ながほり

堀（☎０９０‐８７００‐
７００９）

やまとやまと認定認定こどもこども園園
きりんきりん組組
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